
島根原子力発電所の運転状況（平成22年　2月）

1　正号機
　　運転状況
　　　　轟　田 672簸 31　680．4　kW員

2．主要霞目
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3．特記事項

　なし

H、2号機
　1．運転状況

　　　　～西日 672員 55　584．2　kW短　毒蜘－1巡　　生00，9％

2．主要項目

　①制御棒分布変更（2／i8 15．00～　2／19　13：00〉
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3，特記事項

　別紙参照

鷺．その勉

　　なし
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男轍

｛特記事項（2号機）｝

（！〉応力腐食割れに対する予防保全の観点から，次回の定期検査（第一工6圓）において計醒している

　原子炉再循環系醍管の取替瓢事について，2月1ヨ（月）に国へ工事議繭認可申請を行っていたが，

　2月24a（水）に岡ユニ事…計團カミ認可された。

（2）2月！6欝（火）14時00分頃，2暑機原子炉建物において，放射線管理区域内に設定してい

　る汚染区域（燃料プール冷却系のフィルタエレメント除染室）で，協力会社作業員6名のうち1名

　が，網入線量計※1及びガラスバッジ罵を未着駕のまま約30分間作業するという事象が発生した．

　　原濾は，当該作業員が放豹線区域から汚染区域への入域に伴う著替えの際に，網入線量計及びガ

　ラスバッジを一豊取り外したまま，再度着癖することを、忘れていたことによるもの。

　　このため，教員及び協力会祇に対し，汚染区域用蓑備鞍胴後は個人線量計及びガラスバッジを蒼

　馬していることを再確認することを周知徹底するとともに，汚染匿域出入口に注意喚起の表示を設

　遣した．

　　作業を行っていたエリアの線量当量率は低く，また，隅一修業に従事していた催の作業員全員の

　超人線量議の値がe．00紐Svであったことから，本人の線量は「O，00酪ぬと評価した。

※l　l徳人線量計はγ線を瀾定する線量計であり日々の線量管理に驚いている。

※21ガラスバッジはγ線，β線，中性子線を測定する線量議でi園／月の頻度で評価・記録して

　　　いる。
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